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A論 文 内 容 要 旨         E 
電気事業者が保有する電力保安通信設備は，無人発・変電所や送電系統など電力設備の安定運用のため，法的に施設
することが義務付けられている。近年，電力保安通信網は通信機器を構成するデバイスがディジタル化へと移行してい
ることや，ICT 化による電力システム全体の高度化や高信頼度化の推進により，電気所内設備が IP 機器へと移行され
電気所内が IPネットワーク化へと変遷している。 














(Minimum Mean Square Error-Time Domain Equalization) および MMSE-FDE（Minimum Mean Square Error-Frequency 
Domain Equalization）によるチャネル等化技術の適用について，等化器出力のMSE (Mean Square Error) 特性やBER (Bit 

















ることを示した。特に伝送線の相（3 相の中の 1 相）による伝搬の遅延波の他に，伝送線とは異なる相（残
線）との結合による残線伝搬の遅延波が存在することを明らかにすると共に，残線伝搬の遅延波が電気所
構内設備による反射の損失は，ほぼ 0dB となることも明らかにした。そして電力遅延プロファイルは，こ











トランスバーサルフィルタを用いたLMS (Least Mean Square) アルゴリズムの適応重み制御を送電線用ディジタル電力
線搬送方式に適用した事由について述べた。次いで，第 2 章で得られた電力遅延プロファイルモデルの作成に基づき，
送電線路のモデル 1（送電線分岐にライントラップが設置）とモデル 2（送電線分岐にライントラップが未設置）とな
る複素遅延プロファイルを作成した。作成した複素遅延プロファイルによる Wiener-Hopf 方程式から MMSE 値の導出
と，計算機シミュレーションと実フィールドでのLMSアルゴリズムのMSE特性，およびBER特性の解析を行なった。
そして，試作機を用いた実フィールドでの MSE 特性から MMSE-TDE の実用性を評価した。以下に得られた結果を示
す。 
・ 送電線路においてトランスバーサルフィルタが最適動作をするタップ数は，モデル1では 12タップ，モデル 2では
21タップになることを明らかにした。 
・ LMSアルゴリズムのステップサイズパラメータ μは，トレーニングモード時は 0.01，トラッキングモード時は 0.001
が最適値になることが示され，トレーニング系列長は 3000シンボルが必要になることを明らかにした。 









なる伝送速度 1.26Mbps（実効伝送速度 1.112Mbps）の高速ディジタル伝送を実現するMMSE-FDEを用いるSC （Single 
Carrier) ブロック伝送について検討を行った。初めに，TS-SC (Training Sequence–SC)ブロック伝送を用いるMMSE-FDE
方式の原理と動作について述べた。次いで，第 2章で提案した電力遅延プロファイルモデルの作成に基づき，送電線路
のモデル 2を仮定して複素遅延プロファイルを作成した。そして，送電線路に適用するためのTSシンボル長とデータ
シンボル系列長を明らかにした。さらに，チャンネル推定の NMSE 特性，等化後の MSE 特性，および BER 特性につ




ブロックの実効伝送速度を 1.1Mbps 以上の伝送効率とするには，データブロックのシンボル数は 960 シンボルが必
要となることを明らかにした。 










































 　  


















































 ■　 Estimeted in-phase
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